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巻頭特集◎ 生きがい、Discovery発見。 

生きがい、な瞬間。 

Recovery Island Okinawa 
気が付けば、自分達に残されたものはクスリだけだった。 

喜びも、楽しみも、笑顔さえも失くしてしまったと思っていた。 

沖縄の自然と、回復途上の仲間達が教えてくれたこと。 

夢中になること。まだ、夢中になれるんだってこと・・・ 

気が付けば僕は笑っていた。気が付けばあいつも笑っていた。 Touch the Soul and Feel the Warmth 

                ‘KIZUNA’ between                    Where is my big wave at?               The will of Fumikazu    Good play,great smiles and best bodies                               Oooops!!!!!                                      
 father and son                                    

                   Akira,the best surfer we have ever had                  Dream will come true             I LOVE my family!!                         The snapshot of great fellowship                    Check the waves!!                                                    
                        @GAIA               

                        Fish for dinner!!                               Baseball with a style… Cool GAIA uniform                        This is my way!!                                                   Nobody can beat me!! 

                     Have a break with manner                                                  Wasn’t I fast?                                            Be a good father on Sunday                         Four super models from GAIA  



巻頭特集◎ 生きがい、Discovery発見。 

 皆様こんにちは、琉球GAIA、OBの山村です。 

 今の僕の現状は、琉球GAIAのボス(文一さん)から学んだス

ローライフ精神を胸に、家族や仲間と楽しい時間を共感する

ために、日々の仕事を自分の“ちょうどいい加減”で頑張っ

ているといったところです。 

 そして健康的な考え方や行動をするために大切なことは、

同じ経験をした仲間と共に１２ステップを実践して行く事だ

と実感しています。実際に日々の生活のあらゆる出来事に１

２ステップを応用する、というのはなかなか難しいことで

す。しかし、自分の状態が安定していれば考え方や行動に余

裕が生まれ、自分に目を向けることが出来ます。 

 今回はそんな自分の状態を安定させてくれる『趣味』と

『家族』のことを書きます。 

 僕が東京の施設につながったのは２００２年１２月２日で

した。その時の自分は健康的な趣味もなく、目標もない、本

当に一日一日をどう過ごすかという状態でした。 

 そして施設でサーフィンに出会いました。元々僕は育ちが

田舎だったので小さい時から自然の中で遊んだり、スキーな

ど体を動かすことが好きでした。初めてサーフィンをした時

は真冬で雪も降ってましたが、とても楽しかったのを覚えて

ます。そのサーフィンができる環境の魅力と仲間の誘いで、

翌年２月１４日に沖縄のGAIAに行きました。それから入寮・

通所・スタッフと６年間を沖縄で過ごしました。そして地元

に戻ってきて５年になります。 

 サーフィンを始めて３年目に人生で初めての海外旅行でバ

リ島に行きました。その時にクリーンで生きていくことの魅

力を実感しました。 

 小さな船に乗って沖のポイントに向かい、そこでサーフィ

ンを楽しんで船に戻ると、待っていた地元のガイドが１本の

マリファナを渡してきました。僕はそれを断りました。少し

して自分のとった行動を考えてみました。なぜ断ったのか？

答えは簡単でした。そこで薬物を使ったらどのくらいの高揚

感が得られるかは想像が出来ました。 

 しかし、その時自分の目の前には雑誌やビデオでしか見た

事がなかった極上の波があって、その波に自分が乗った現実

をクリーンな状態で感じている方がよっぽど魅力的だと感じ

ました。 

 僕は、その場所で、その波に乗れるようになるまでの３年

間、いつかこんな波に乗っ てみたいとイメージしていたし、

努力もしました。その過程があ ったからこそ、そう感じるこ

とができたんだと思いました。 

 そして何よりこのままクリーンな状態で経験する楽しさや

喜びを重ねていった先にはどんなことが起こるのかという方

が魅力的だと感じました。 

  そんな経験を共感できる新しい家族ができたこと、これは

昔の僕には想像も出来なかったことです。 

   でもクリーンが続くうちに、周りで結婚しているボスをは

じめ仲間の姿を見て、自分もいつか家庭を築き、そして沖縄

にいるときに特に感じた、大自然の景色、遊び、出会った

人、場所などに、愛する家族と一緒にいれたら幸せだろう

な、と思うようになっていました。 

   今では結婚して約３年になり、２歳の子供と４月に生まれ

てくる子供の４人家族になります。そして年に数回の沖縄旅

行では当時仲間と経験した場面に、家族と共感できるように

なりました。 

 今の幸せを継続させるために、僕は自分の欠点に気付き認

め直す努力を『12ステップ』を使い実践し、今の自分に何が

できるか、何をするべきか考えて、家族や仲間と共に前に進

んで行き、その先にある目標や喜びに生きがいを見つけてい

きたいと思います。 

   ガイアに入寮してボスにこれを観ろと渡されたテキストが

あります。それはビックブックや１２ステップのテキストな

どではなく、あるサーフムービーでした。それは今でもとて

も好きな映画です。その中に好きなフレーズがあるので最後

に紹介して終わりたいと思います。 

  『自分の過去の間違いから学ぶんだ、そして他人から学ぶ

んだ、だから君がどんなに頭が良くたって常に学ぶことはあ

るんだよ。』 

  『目をちゃんと見開いて、信念を持つんだ。何も怖いもの

はなくなるさ。一つの経験が人生を変えてしまうなんてすご

いことだよ。』 

Profile 

山村 匡史（やまむら まさし） 

山村匡史 

1972年生 長野県松本市出身            

（略歴）                                              

2002年 セルフサポート研究所 入寮（東京）      

2003年 琉球GAIA 入寮（沖縄県）                 

2005年 琉球GAIA  スタッフとして活動            

2009年 琉球GAIA スタッフを引退               

2011年 結婚・第1子誕生                

琉球GAIA理事・東京エリアスタッフ                        
ス ロ ー ラ イ フ 

S l o w  L i f e 

MASASHI YAMAMURA                        

左・下：写真             

文中に書いたバリの船で行くポイントで僕

の人生を変えた場所と、そこでサーフィン

を楽しんでいる時の写真です。 

写真・文＝山村 匡史 



巻頭特集◎ 生きがい、Discovery発見。 

 読者の皆さんこんにちは、琉球ＧＡＩＡ（以下ＧＡＩＡ）
スタッフの阿部 明です。 
自分がＧＡＩＡにつながったのが平成16年の10月でした。 
 沖縄に来る決断をした理由の一つは、以前高校生の時に沖
縄で初めての家族旅行をした時に人の温かさや沖縄の自然を
まのあたりにしてものすごく感動をした事が心に残っていた
からです。そうした沖縄の持つ独特な魅力に惹き付けられて
自分は沖縄に来ました。 
 沖縄に来た初日の事を僕は今でも鮮明に脳裏に焼き付いて
います。ちょうど夕食の用意を皆が手分けしてやっていまし
た。メニューは焼きそばです（笑）。食卓に並んだ焼きそば
を皆が笑顔で美味しいと言いながら楽しそうに食事をしてい
る風景を見て、なんだか子供の頃に感じた懐かしい気持ちを
思い出しホッとした気持ちになりました。 
 沖縄だったら「自分の第2の人生を歩む事が出来る」と根拠
の無い確信が自分の中に持てた瞬間でした。その後、入寮・
通所・ＯＢ・を経てＧＡＩＡのスタッフとして働き始めて4年
が経とうとしています。自分がスタッフとして働きたいと
思った理由は、自分が第2の人生とクリーンな生活を与えられ
た事を、今度は仲間たちに返して行きたいと思ったからで
す。昔の自分だったら与えられた事は、他人に返さないで自
分だけが良ければ良いだろうという、自己中心的な人間でし
た。けれどそういった、病んでいる自分から健康的な自分に
変われたという事が【与えられた】ことでもあり【気付かさ
れた】事でもあります。 
 自分が変われた事の中で大きな要因となったのがサーフィ
ンとの出会いだと思います。施設長が良く口にしていた「ク
スリに変わる何か（趣味や生きがい）を見つける事が大切
だ」という言葉がありました。自分はそれがサーフィンだっ
たと思います。 
 自分はストレスを感じたらその問題を見つめる事が怖く
て、クスリを使って自分の気持ちをごまかしてきました。け
れどハマれる趣味を持つ事で、仲間と楽しみながら自分の問
題点と向き合う事が大切な事だと思います。そういった作業
はなかなか一人ではやり辛く、仲間の中で色んな事を共有し
ていきながら、少しづつ心を開き、徐々に信じる気持ちも育
ち、そうした中で自分の回復像というものも徐々に見えてき
ました。当時の僕に回復して行く背中を見せてくれた施設長
をはじめ、スタッフの方や先行く仲間には本当に感謝の気持
ちで一杯です。なので自分もその経験を仲間に伝えていく事
が自分自身にとっての埋め合わせでもあり、与えてもらった 
  

事を返す事でもあると感じています。  
 自分は沖縄に来る前は某有名ホテルで料理人をやっていた
という以外な経歴もあり、料理を作ったり食べたりする事も
好きな事の一つで、ＧＡＩＡでの食事作りも率先してやって
います。ＧＡＩＡでは朝と夜の食事を仲間達が役割を分担し
ながら作ります。そういった経験をする事で一人暮らしをし
た時に自分でも自炊が出来る様になれればと思っています。
それと食事をする時に、美味しいと思う瞬間は、幸せを感じ
る時でもあります。なので食事をする時は皆で幸せを感じる
時間を共有する事が大切だと思います。食卓で食事をする事
が幸せだと感じられる環境作りを心がけています。 
 クスリやアルコールを使っていた頃というのは味も感じれ
ず、偏った食生活を送っていたと思うので、ＧＡＩＡに来て
食事をとると皆「美味しい」といって食べています。実際に
自分もＧＡＩＡに来た初日の夕食の焼きそばを食べて「美味
しい」と感じ自然と笑顔があふれてきました。普通の焼きそ
ばの味だったんですが（笑） 
 今後もＧＡＩＡの料理は美味しいと言われるように料理の
質も高めていきたいと感じています。どんな事でも楽しむ
事、幸せを感じる事というのは回復には必要な事だと感じて
います。実際に自分も変われた事の中で幸せを感じる事や笑
顔が持てる様になったからだと思います。 
 今ＧＡＩＡのスタッフの仕事をしている中で心がけている
事は、利用者（仲間）と共感し合い繋がりが持てるようにし
ています。繋がりを感じる事で心を開き、お互い言いづらい
事でも話し合えるような関係作りが大事だと感じています。
入所中は対人関係のスキルを学ぶ事も必要な事だと思いま
す。沖縄という土地は自然も多いし、スピリチュアリティー
を感じられる場所も多く点在します。回復（成長）するには
とてもいい環境だと思います。 
 沖縄という素晴らしい環境の中で、仲間との繋がりを大切
にして、共に回復（成長）が出来る様な信頼関係を築いてい
ければと思っています。 
 最後になりますが自分自身がまだまだ未熟な所がある中、
今までのクリーンな生活を振り返ってみて感じた事は、自分
は本当にいろんな人達に支えられているという事です。繋が
りの中に身を置く事で自分はひとりでは無いんだと感じられ
るようになれた事が自分にとっての回復（成長）の第一歩
だったと感じています。これからも感謝の気持ちを忘れず
日々精進して、回復の軌跡を積み上げていきたいと思いま
す。  

Profile 

阿部 明（あべ あきら） 

1978年生 東京都出身               

（略歴）                                              

1999年 服部栄養専門学校卒業                         

 同年 調理師免許取得                                      

2004年 琉球GAIA 入寮                 

2009年 琉球GAIA スタッフとして活動             

現在に至る。           

阿部 明 
琉球GAIA理事・スタッフ                        

A K I R A  A B E                        

リ カ バ リ ー ア イ ラ ン ド 
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第２特集◎ 

琉球GAIA過渡期 

琉球ＧＡＩＡ東京エリアスタッフ          琉球ＧＡＩＡ理事          琉球ＧＡＩＡ理事・東京エリアスタッフ          琉球ＧＡＩＡスタッフ          琉球ＧＡＩＡスタッフ          琉球ＧＡＩＡ代表理事          琉球ＧＡＩＡ理事          琉球ＧＡＩＡ研修生          
谷川 公一        斎木 一平           上田 裕司         鈴木 文一         草野 卓也                 阿部 明         山村 匡史        与那嶺 卓                               

「依存症問題が加速する現在、私たちが担える事とはどういった事なのか・・・」 

 

こ
の
度
、
琉
球
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
（
以
下
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
）
は
多
く
の

関
係
者
、
ご
家
族
に
支
え
ら
れ
設
立
１
１
周
年
を
迎
え
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
１
１
年
を
振
り
返
り
強
く
実
感
し
た

事
は
、
依
存
症
か
ら
の
回
復
・
成
長
と
同
様
に
施
設
も
成
長

す
る
事
が
非
常
に
重
要
だ
と
い
う
事
で
す
。
私
が
２
３
年
前

に
依
存
症
回
復
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
き
始
め
た
頃

は
、
多
く
の
利
用
者
は
シ
ン
ナ
ー
や
覚
醒
剤
に
依
存
し
、
不

良
・
暴
走
族
と
い
っ
た
タ
イ
プ
の
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

近
年
で
は
そ
の
よ
う
な
方
は
依
存
症
リ
ハ
ビ
リ
業
界
に
お
い

て
絶
滅
危
惧
種
の
よ
う
に
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
か
わ
り
に
最
近
の
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
を
賑
わ
し
て
い

る
の
は
、
公
務
員
や
会
社
員
と
い
っ
た
、
ご
く
普
通
の
人
々

が
合
法
ハ
ー
ブ
や
脱
法
ド
ラ
ッ
ク
な
ど
に
依
存
し
、
様
々
な

事
件
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
い
っ
た
報
道
で
す
。 

 

実
際
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
の
利
用
者
や
、
相
談
者
の
割
合
は
、
約
４

割
の
方
が
脱
法
ド
ラ
ッ
ク
、
そ
し
て
約
３
割
が
精
神
安
定
剤

や
睡
眠
薬
（
処
方
薬
）
、
残
り
の
３
割
の
中
に
覚
醒
剤
や
大

麻
と
い
っ
た
違
法
薬
物
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

薬
物
乱
用
問
題
は
い
ま
や
あ
ら
ゆ
る
分
野
、
学
校
、
職

場
、
芸
能
界
、
ス
ポ
ー
ツ
業
界
な
ど
に
及
ん
で
い
ま
す
。
Ｇ

Ａ
Ｉ
Ａ
の
利
用
者
も
同
様
に
、
様
々
な
立
場
、
年
齢
の
方
々

が
、
合
法
・
非
合
法
問
わ
ず
、
様
々
な
薬
物
の
依
存
に
苦
し

み
、
訪
れ
る
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
は
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
依
存
症
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン

タ
ー
と
い
う
施
設
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
の
方
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
と
薬
物
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
方
や
、
ア
ル
コ
ー
ル

と
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
問
題
が
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
い
く
つ

か
の
依
存
行
為
に
重
複
し
て
依
存
し
て
い
る
と
い
う
方
が
多

く
な
っ
て
来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
実
際
、
数
年
前
に
薬
物

の
問
題
で
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
を
利
用
し
、
一
度
は
社
会
復
帰
を
果
た

し
、
社
会
の
有
用
な
一
員
と
し
て
生
活
し
て
い
た
も
の
の
、

今
度
は
ア
ル
コ
ー
ル
が
止
ま
ら
な
く
な
り
、
現
在
は
ア
ル

コ
ー
ル
を
止
め
る
為
に
再
度
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
を
利
用
し
て
い
る
と

い
っ
た
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
今
ま
で
か
か
わ
っ

た
利
用
者
の
傾
向
で
は
、
男
性
女
性
問
わ
ず
、
ア
ル
コ
ー

ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
・
摂
食
障
害
の
依
存
行
為
は
、
非

常
に
関
係
が
近
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

 

私
が
以
前
、
東
京
の
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
代
表
を
し
て
い
た

頃
、
神
奈
川
県
で
全
国
初
と
な
る
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
確
か
場
所
は
戸
塚
女
性
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
い
う
会
場
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
様
々
な
依
存
症
の

本
人
や
家
族
、
関
係
者
が
一
堂
に
集
ま
り
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
体
験
談
、
自
助
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

 

現
在
で
は
、
こ
こ
沖
縄
で
も
年
に
１
回
開
催
さ
れ
て
い

て
、
日
本
全
国
色
々
な
所
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
当
時
、
戸
塚
で
開
か
れ
て
い
た
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
そ
の
基
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

私
は
そ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
行
委
員
を
数
年
間
務
め
た
中

で
、
多
く
の
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
の
回
復
者
と
出
会
う
機

会
を
得
ま
し
た
。
そ
し
て
、
様
々
な
問
題
か
ら
回
復
し
た
仲

間
達
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
し
た
い
と
い
う
話
が
持
ち
上
が

り
、
月
に
１
回
で
す
が
、
皆
で
一
同
に
会
し
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
こ
う
と
、
【
ヤ
ン
グ 

ア
デ
ィ
ク
タ
ー
ズ
】
と
い
う
若

い
依
存
症
者
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
と
い
う
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
チ
ェ
ア
マ
ン
と

し
て
活
動
し
て
行
く
中
で
、
非
常
に
強
く
私
が
感
じ
た
事

は
、
依
存
対
象
は
違
っ
て
も
同
じ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
分
か
ち

合
う
事
は
出
来
る
し
、
色
々
な
情
報
交
換
の
場
に
も
な
る
と

い
う
事
で
し
た
。
こ
こ
か
ら
後
の
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
が
様
々
な
依
存

症
の
問
題
を
抱
え
た
方
々
を
受
け
入
れ
、
共
に
回
復
を
目
指

す
と
し
た
考
え
方
の
基
盤
が
出
来
た
の
で
す
。
実
際
、
今
の

現
状
と
し
て
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
で
は
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
症
の
仲
間
が
共
に
生
活
し
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
な
が
ら
夜
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
助
グ
ル
ー

プ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
デ
メ

リ
ッ
ト
と
な
る
よ
う
な
事
は
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

今
回
、
沖
縄
協
同
病
院
の
精
神
科
医
・
小
松
知
己
先
生
に

も
寄
稿
を
お
願
い
し
、
沖
縄
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

想
に
つ
い
て
も
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。
文
中
に
も
あ
る
よ

う
に
、
今
後
様
々
な
援
助
職
同
士
が
交
流
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
合
う
事
や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て

つ
な
が
っ
て
い
く
事
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
こ
の
考
え
方
は
援
助
職
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
依
存
症
本

人
に
と
っ
て
も
同
様
、
様
々
な
依
存
対
象
に
つ
い
て
予
め
学

ん
で
お
く
と
い
っ
た
姿
勢
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

小
松
先
生
と
共
に
沖
縄
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想

に
参
加
し
て
、
私
が
非
常
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
た
の
は
、

そ
の
中
に
【
ニ
コ
チ
ン
】
依
存
症
の
分
野
の
先
生
方
が
参
加

さ
れ
て
き
た
と
い
う
点
で
し
た
。
全
国
の
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
未
だ
に
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
の
グ
ル
ー
プ
が

参
加
し
て
い
る
事
を
私
は
聞
い
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

点
で
は
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
の

分
野
が
参
加
さ
れ
て
い
る
事
は
非
常
に
先
駆
的
な
事
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
し
、
こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
確
信
し
て
い
る
事

の
一
つ
に
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
ド
ラ
ッ
グ
は
間
違
い
な
く
タ
バ
コ

で
あ
る
と
い
う
事
で
す
。
実
際
、
今
ま
で
タ
バ
コ
は
吸
っ
た 

こ
と
が
無
い
と
い
う
薬
物
依
存
症
者
に
は
ほ
と
ん
ど
あ
っ
た

事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
か
ら
回
復

し
て
数
年
が
経
つ
と
、
次
は
タ
バ
コ
を
や
め
る
と
い
う
仲
間

が
年
々
増
え
て
き
て
い
て
、
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
や
自
助
グ
ル
ー
プ
の

中
で
も
そ
う
い
っ
た
傾
向
が
ど
ん
ど
ん
広
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。
実
際
、
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
の
仲
間
も
ス
タ
ッ
フ
も
禁
煙
し
た
と

い
う
方
が
急
激
に
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
う
考
え
る
と
ニ
コ

チ
ン
依
存
症
の
分
野
の
先
生
方
と
の
連
携
は
【
回
復
の
島
沖

縄
・
構
想
】
に
と
っ
て
、
核
心
と
も
言
え
る
部
分
で
す
。 

 

そ
う
し
た
中
で
私
が
声
を
大
に
し
て
言
い
た
い
こ
と
は
、

今
ま
で
１
０
０
校
以
上
の
学
校
（
殆
ど
が
高
等
学
校
）
か
ら

薬
物
乱
用
防
止
指
導
に
関
す
る
講
演
会
を
依
頼
さ
れ
活
動
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
ド
ラ
ッ
ク
が

タ
バ
コ
で
あ
る
現
状
か
ら
み
て
私
が
思
う
依
存
症
教
育
と

は
、
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
低
学
年
ま
で
は
毎
年
防
煙
教
育
を

し
、
高
学
年
か
ら
中
学
生
に
か
け
て
は
薬
物
乱
用
防
止
教
育

を
し
、
さ
ら
に
高
校
生
に
な
る
と
生
徒
自
身
が
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
依
存
症
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
、
勉
強
し
、
そ
の
問
題

に
つ
い
て
の
見
解
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
い
っ
た

教
育
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
状
の
３
年
間
に
１

度
、
全
校
生
徒
を
体
育
館
に
集
め
て
の
薬
物
乱
用
防
止
教
育

で
は
危
機
感
が
あ
ま
り
に
も
希
薄
す
ぎ
る
の
で
は
と
感
じ
て

い
ま
す
。 

 

や
は
り
依
存
症
が
蔓
延
し
て
い
る
昨
今
で
は
、
最
低
で
も

一
年
に
一
時
間
は
時
間
を
取
っ
て
勉
強
す
る
事
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
依
存
症
問
題
が
社
会
の
中
で
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
て
行
く
中
で
、
依
存
症
リ
ハ
ビ
リ
施
設
が
、
ま
た
私

達
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
が
社
会
に
対
し
て
担
え
る
役
割
と
は
い
っ
た
い

ど
う
い
う
事
な
の
か
？ 

今
一
度
、
原
点
に
立
ち
か
え
る
必

要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
私
た
ち
Ｇ
Ａ
Ｉ

Ａ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
依
存
症
か
ら
回
復
し
た
い

と
願
う
人
達
に
、
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
様
々
な
選
択
肢

を
提
供
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
当
季
刊
誌
発
行
の
ア

イ
デ
ア
が
浮
か
び
ま
し
た
。
従
来
の
白
黒
の
ニ
ュ
ー
ズ
レ

タ
ー
で
は
な
く
、
フ
ル
カ
ラ
ー
構
成
に
す
る
事
で
、
沖
縄
の

雄
大
な
大
自
然
や
、
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
で
の
生
活
風
景
な
ど
を
よ
り

解
り
や
す
く
伝
え
た
い
。
ま
た
私
た
ち
の
伝
え
た
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
上
手
く
運
べ
て
な
い
と
い
う
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
よ
り
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
誌
面
作
り
を
心
が
け
ま
し

た
。
そ
う
し
て
仲
間
の
体
験
談
や
、
専
門
家
の
先
生
、
ご
家

族
の
方
々
や
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
盛

り
込
ん
だ
１
２
ペ
ー
ジ
構
成
の
リ
カ
バ
リ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
沖 

縄
の
発
行
に
結
び
つ
い
た
の
で
す
。 

 

こ
の
冊
子
は
ス
タ
ッ
フ
の
上
田
が
中
心
と
な
り
、
利
用
者

の
方
々
に
も
協
力
し
て
貰
い
な
が
ら
、
毎
号
手
作
業
で
構
成

し
、
期
日
に
何
と
か
間
に
合
う
よ
う
に
ド
タ
バ
タ
し
な
が
ら

制
作
し
て
い
ま
す
。
創
刊
号
か
ら
毎
号
８
０
０
部
を
印
刷

し
、
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
か
ら
の
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
全
国
各

地
の
皆
様
の
元
に
発
信
し
て
い
ま
す
。
今
後
こ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
今
ま
で
以
上
に
多
く
の
方
々
に
届
く
よ
う
、
皆
様
に
も

是
非
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
が
成
長
す
る
と
い
う
点
で
私
が
考
え
て
い
る
事

の
根
底
の
一
つ
に
、
今
ま
で
私
が
研
修
に
訪
れ
た
ア
メ
リ
カ

の
施
設
が
そ
の
モ
デ
ル
に
あ
り
ま
す
。
現
在
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
で
は

入
寮
者
１
０
名
に
対
し
て
ス
タ
ッ
フ
が
５
名
、
研
修
者
１
名

で
サ
ポ
ー
ト
・
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
私
が
思
う
と
こ
ろ
に

本
来
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
は
先
行
く
仲
間
同
様
、
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど
メ
リ
ッ
ト
が
増
え
、
入
寮
者
の
２
倍
い
て
も
良
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
実
際
、
ア
メ
リ
カ
・
ミ
ネ
ソ
タ
州
に
あ
る

ヘ
ー
ゼ
ル
デ
ン
研
究
所
（
１
２
ス
テ
ッ
プ
を
用
い
た
依
存
症

リ
ハ
ビ
リ
施
設
）
で
は
私
が
研
修
に
訪
れ
た
当
時
で
、
２
０

０
人
の
入
寮
者
を
７
０
０
人
の
回
復
者
ス
タ
ッ
フ
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
正
直
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。
さ
す
が
に
こ
こ
ま
で
は
困
難
だ
と
し
て
も
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
に
少
し
で
も
近
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
方
向
に
活
動
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

回
復
モ
デ
ル
に
な
る
人
は
身
近
に
一
人
で
も
多
い
方
が
、

利
用
者
の
方
々
に
と
っ
て
そ
れ
だ
け
【
希
望
】
を
与
え
ら
れ

る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
為
に
は
家
庭
や
地
域
、

医
療
や
司
法
も
含
め
た
社
会
全
体
が
、
依
存
症
は
回
復
出
来

る
病
気
だ
と
い
う
事
を
理
解
し
、
回
復
を
信
じ
て
再
び
立
ち

上
が
ろ
う
と
す
る
依
存
症
者
に
手
を
差
し
伸
べ
る
よ
う
に
変

化
し
て
い
く
事
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
為
に
今
、
私
た
ち
が
出
来
る
事
の
一
つ
と
し
て
、
こ

こ
沖
縄
か
ら
、
【
季
刊
誌
リ
カ
バ
リ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
沖
縄
】

を
通
し
て
「
徹
底
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
め
ば
必
ず
依

存
症
か
ら
回
復
出
来
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
続

け
て
行
く
事
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
も
う
一
つ
、
現
在
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
が
取
り
組
ん
で
い
る

事
の
一
つ
に
現
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
、
よ
り
体
制
を
強
化
す
る

為
、
ま
た
、
か
ね
て
か
ら
の
夢
で
も
あ
る
新
施
設
の
購
入
・

移
転
に
向
け
て
【
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
】
の
仮
認
定
取
得
に
向

け
た
申
請
を
行
っ
て
お
り
ま
す
事
も
併
せ
て
ご
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
号
で
詳
し
く
お
話
し

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

写真＝玉城 淳也 

文＝鈴木 文一 
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小松 知己（こまつ ともみ） 
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沖縄協同病院 精神科医  

アルコール依存症・気分障害の治療と心理教育 など 
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日本精神神経学会 

日本総合病院精神医学会・広報委員 

日本アルコール関連問題学会など 

（沖縄ＡＮＤＯＧネットワークについて 小松知己） 

 
 

沖
縄
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て 

 
 
 
 

①
自
己
紹
介
～
私
の
原
点 

 

ご
紹
介
い
た
だ
い
た
小
松
で
す
。
沖
縄
協
同
病
院

と
い
う
、
２
８
０
床
で
年
間
３
５
０
０
台
の
救
急
車

を
受
け
て
い
る
総
合
病
院
の
心
療
内
科
・
精
神
科
で

働
い
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
方
を
中
心
に
診
療

し
て
い
る
卒
後
２
９
年
目
の
医
師
で
す
。 

 

私
は
、
２
０
１
０
年
秋
に
沖
縄
に
移
住
す
る
前
は

札
幌
の
民
医
連
で
働
い
て
い
ま
し
た
。 

 

民
医
連
は
３
０
年
以
上
前
か
ら
ロ
ー
テ
ー
ト
研
修

を
し
て
お
り
、
私
も
精
神
科
志
望
な
が
ら
、
最
初
の

２
年
間
は
内
科
病
棟
を
廻
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
出

会
っ
た
問
題
患
者
さ
ん
が
、
実
は
皆
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
だ
っ
た
ん
で
す
。 

 

例
え
ば
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
入
院
し
た

の
に
、
週
末
外
泊
の
た
び
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪

化
し
て
良
く
な
ら
な
い
。
あ
る
い
は
、
早
期
が
ん
が

発
見
さ
れ
て
も
、
飲
み
た
い
一
心
で
そ
の
ま
ま
退

院
、
半
年
後
に
再
度
病
院
に
繋
が
っ
た
時
は
進
行
が

ん
で
手
遅
れ･

･
･

。
お
バ
カ
な
私
は
、
振
戦
せ
ん
妄
を

起
こ
し
た
患
者
さ
ん
に
「
こ
う
い
う
飲
み
方
は
や
め

な
さ
い
！
」
と
説
教
だ
け
で
帰
し
て
い
ま
し
た･

･･

。 

 

母
校
の
北
大
精
神
科
で
１
年
研
修
後
、
民
医
連
に

戻
る
と
、
久
里
浜
方
式
の
Ａ
Ｒ
Ｐ
（
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
の
教
育
入
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
初
め
て
気
づ
い
た
ん
で
す
「
あ
あ
、
あ
の
患

者
さ
ん
達
は
み
ん
な
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
だ
っ
た
ん

だ
！ 

治
療
し
た
ら
、
ち
ゃ
ん
と
良
く
な
る
ん

だ
」
っ
て
。 

 

私
の
よ
う
に
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
正
し
い
知
識

が
な
い
援
助
職
が
大
勢
い
ま
し
た
か
ら
、
私
は
医
療

従
事
者
か
ら
一
般
市
民
ま
で
通
算
５
０
回
以
上
、
講

演
し
て
歩
き
ま
し
た
。
十
数
年
、
病
棟
で
Ａ
Ｒ
Ｐ
を

行
い
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
移
動
後
も
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
に
特
化
し
た
デ
イ
ケ
ア
を
運
営
し
ま
し
た
。 

 

薬
物
依
存
症
患
者
さ
ん
と
は
、
出
向
研
修
中
に
国

立
Ｓ
療
養
所
で
薬
物
依
存
症
の
１
週
間
コ
ー
ス
の
研

修
を
受
け
て
、
そ
こ
で
の
指
導
通
り
に
「
初
心
者
で

も
診
れ
る
」
シ
ン
ナ
ー
少
年
の
治
療
を
始
め
た
ら
、

２
例
目
の
シ
ン
ナ
ー
少
年
が
地
下
街
で
日
本
刀
を
振

り
回
し
て
措
置
入
院
。
そ
の
”
ト
ラ
ウ
マ
体
験
”
か

ら
避
け
て
い
ま
し
た
。
つ
い
６
年
程
前
に
国
立
精
研

の
松
本
俊
彦
先
生
か
ら
『
え
！
？ 

シ
ン
ナ
ー
の
患
者

さ
ん
が
一
番
大
変
で
す
よ
！
』
と
言
わ
れ
て
”
呪

縛
”
が
解
け
て
、
今
は
他
科
で
１
０
年
～
２
０
年

と
”
醸
成
”
し
た
処
方
薬
依
存
の
患
者
さ
ん
等
の
診

療
を
細
々
と
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 ②

模
索
の
は
じ
ま
り 

 

そ
の
中
で
「･

･
･

は
止
め
た
け
れ
ど
全
然
幸
せ
じ
ゃ

な
い
」
と
い
う
患
者
さ
ん
達
と
多
く
出
会
う
よ
う
に 

T h e  M o s t  A d v a n ｃ e d  A d d i c t i o n  T r e a t m e n t  
依存症治療最前線 

な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
「
酒
は
止
め
た
が 

タ
バ
コ

は
止
め
ら
れ
ず
に
喉
頭
が
ん
で
声
を
失
っ
た
Ａ
さ
ん
」

「
双
極
性
障
害
は
安
定
化
し
た
が 

糖
尿
病
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
不
良
で
重
度
肥
満
の
Ｂ
さ
ん
」
「
酒
・
ク
ス

リ
は
止
め
た
が 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
職
場
の
金
を
使
い
込

ん
だ
Ｃ
さ
ん
」
み
た
い
な
。
今
、
私
が
例
を
挙
げ
た
ら

会
場
で
苦
笑
し
な
が
ら
頷
い
た
方
々
が
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
こ
ん
な
患
者
さ
ん
が
何
処
に
で
も
い
ま
す
。 

 

「
こ
ん
な
援
助
の
ま
ま
で
良
い
の
？
！
」
と
私
は
思

い
始
め
て
い
ま
し
た
が
、
沖
縄
で
総
合
病
院
に
て
仕
事

し
始
め
て
特
に
、
そ
ん
な
患
者
さ
ん
と
の
出
会
い
が
増

え
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
で 

Ｍ
Ｉ
＝
動
機
づ
け
面
接 

の
重
要
性
を
再

発
見
し
た
の
で
す
。
自
分
ひ
と
り
で
は
、
こ
ん
な
に
沢

山
の
患
者
さ
ん
に
対
応
で
き
な
い
、
だ
っ
た
ら
皆
で
Ｍ

Ｉ
を
勉
強
し
よ
う
、
と
院
内
で
Ｍ
Ｉ
勉
強
会
も
始
め
ま

し
た
。
そ
し
て
、
２
０
１
２
年
４
月
に
仙
台
で
行
な
わ

れ
た
禁
煙
学
会
に
参
加
し
て
、
「
禁
煙
学
会
前
」
「
禁

煙
学
会
後
」
と
私
の
中
で
時
代
区
分
が
さ
れ
る
く
ら
い

の
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。 

 

③
同
じ
依
存
症
な
の
に 

ど
う
し
て
？
！   

 
み
な
さ
ん
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
者
を
治
療
す
る
医
療

機
関
の
数
っ
て
ど
の
く
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
か
？ 

１

４
３
９
５
ヶ
所
（
‘
１
３
年
７
月
１
０
日
現
在
）
も
あ

り
ま
す
。
保
険
診
療
で
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
を
治
療
す
る

医
療
機
関
は
届
け
出
制
で
全
数
把
握
さ
れ
て
お
り
、
日

本
禁
煙
学
会
の
Ｈ
Ｐ
で
確
認
で
き
ま
す
。 

 

対
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
の
医
療
機
関
は
わ

ず
か
３
０
９
ヶ
所
で
す
。
し
か
も
国
の
統
計
で
は
な

く
、
Ａ
Ｓ
Ｋ(

ア
ル
コ
ー
ル
薬
物
問
題
全
国
市
民
協
会)

と
い
う
老
舗
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
調
査
し
た
‘
０
８
年
度
の
数
字 

で
す
。
薬
物
依
存
症
者
は
１
３
５
ヶ
所
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
依
存
症
は
７
８
ヶ
所
、
過
食
・
重
度
肥
満
者
を
治

療
す
る
医
療
機
関
と
い
う
と
、
こ
れ
は
私
が
調
べ
た

限
り
で
は
統
計
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
依
存
症
な

の
に
ど
う
し
て 

？
！ 

と
い
う
気
が
し
ま
す
よ
ね
。 

 

こ
こ
か
ら
先
は
ニ
コ
チ
ン
と
ア
ル
コ
ー
ル
で
、
ど

ち
ら
も
治
療
介
入
が
必
要
な
人
口
と
の
比
率
を
み
ま

す
が
、
ニ
コ
チ
ン
は
８
．
２
４
箇
所/

万
人
、
ア
ル

コ
ー
ル
は
０
．
４
７
箇
所/

万
人
と
大
き
な
差
が
あ
り

ま
す
。 

 

依
存
症
の
治
療
は
基
本
は
慢
性
疾
患
の
治
療
＝
外

来
医
療
で
す
か
ら
、
治
療
介
入
が
必
要
な
人
口
１
万

人
あ
た
り
０
．
４
７
箇
所
と
い
う
の
は
文
字
通
り
桁

違
い
に
少
な
い
で
す
よ
ね
。 

 

こ
ん
な
に
差
が
あ
る
の
は
な
ぜ
な
ん
だ
？
私
の
考

え
で
は
、
「
診
療
報
酬
」
「
『
疾
患
』
と
し
て
の
認

識
」
「
治
療
に
と
り
か
か
る
ハ
ー
ド
ル
の
低
さ
」

「
治
療
者
ど
う
し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
サ
ポ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
」
の
差
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
１
２
月
７
日
に
国
会
で
「
ア
ル
コ
ー
ル
健
康

障
害
対
策
基
本
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
の
で
、
最
低

で
も
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
な
み
に
ア
ル
コ
ー
ル
使
用
障

害
（
依
存
症
と
予
備
軍
の
総
称
）
へ
の
対
策
が
進
む

こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 ④

沖
縄
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

愛
称
：
沖
縄
ア
ン
ド
ー
ナ
ツ)

 

 

こ
の
現
実
に
接
し
て
、
私
達
は
沖
縄
で
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

Ｇ
ネ
ッ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
以
下
５

つ
の
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
回
復
を
支
援
す
る
援
助
職

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。 

Ａ 
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h
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l 
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ru
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Se
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b
e
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G
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b
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こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
目
標
は
幾
つ
か
あ
り
ま

す
。
ま
ず
、
意
外
な
ほ
ど
に
交
流
が
な
か
っ
た
近
接

領
域
の
援
助
職
が
交
流
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
似
て

い
る
け
ど
少
し
違
う
」
部
分
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し

あ
い
、
会
員
全
員
が
こ
の
５
領
域
で
は
必
要
な
支
援

が
で
き
る
こ
と
。
次
に
、
依
存
症
治
療
で
大
集
団
で

あ
る
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
を
治
療
し
て
い
る
保
健
医
療

従
事
者
が
他
の
依
存
症
治
療
に
も
進
出
す
る
素
地
を

作
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
い
ず
れ
は
全
て
の
ア
デ
ィ
ク

シ
ョ
ン
回
復
を
支
援
す
る
援
助
職
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

発
展
的
に
解
消
す
る
こ
と
。
こ
う
い
う
趣
旨
で
２
０

１
２
年
１
２
月
に
沖
縄
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
会
員
２
５
名
で
発
足
し
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
沖
縄
大
学
で
の
リ
ア
ル
例
会(

月
１

回)

、
Ｆ
Ｂ(

月
２
０
～
３
０
回
投
稿)

と
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト(

月
平
均
７
．
３
回
投
稿)

で
の
情
報
交
換
を

活
発
に
行
い
、
２
０
１
３
年
１
２
月
４
日
現
在
で
は

会
員
数
が
１
２
１
名
と
成
長
し
て
き
ま
し
た
。 

今
後
も
、
沖
縄
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
ネ
ッ
ト
の
活
動
を
通
じ

て
「
健
康
あ
い
ら
ん
ど
沖
縄
」
の
復
活
に
向
け
て
力

を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
こ
の
原
稿
は
、
２
０
１
２
年
１
１
月
９
日
に
行
わ

れ
た
琉
球
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
設
立
１
０
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
発
言
し
た
際
の
草
稿

に
沖
縄
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
現
況
等
を
加

筆
し
て
修
正
し
た
も
の
で
す
） 

【資格】                                          

精神保健指定医 

精神科専門医・指導医 

精神科リエゾン専門医 
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癒されるから回復する… 

第４特集◎ 

ＧＡＩＡ家族会 幸 
 私たち家族が始めて薬物の問題に気づいた時の驚きと混乱。私は、こどもを心から愛し、こどものことを１番に考えていました。
問題が発覚した時、子育てに自信を失い自分を責め続けました。私がどうにかしないと！私がこどもを守る！回りに気づかれ
ないように！今なら間に合うという考えにとらわれ、問題解決のための行動がより深刻化し巻き込まれ共依存の世界にはまり込
んでいく結果となりました。 

 次々と起こる問題の対処に、時には眠らずに仕事に行ったり、問題がおきるたびに気持ちが押しつぶされそうになりました。誰
にも話すこともできず孤独な日々。やがて、1人で考えることが苦しくなり、病院や相談の場を求めて動き始めました。 

そんな時、鈴木さんと出会いました。ガイアには、鈴木さんをはじめ回復者が大勢いて、薬を止めて生き生きと生活している人
がいました。それは私にとって衝撃と共に希望でした。そうだ！この子にも薬をやめる方法がある。回復できる！この子を理解した
い。私がしてあげることは何？ 

 こどものおこしている薬物の問題は、犯罪ではなく依存症という病気ということがわかり、病気なら治療方法があると肩の荷が
おりたことを今でも鮮明に思い出します。病気の理解のために勉強会や家族会に参加しました。その中で子どもの世話をするの
ではなく、こどもの問題は本人に任せ、自分自身のことを取り組むことを学びました。こどもが傷を受けていることはもちろんですが、
私自身も傷つき心も体もボロボロの状態でした。早く解決したい私には、途方もない時間に思われたのですが、とにかくみなが
回復している方法を形だけでも真似をしてみようと思ました。困難な問題に取り組むには、まず自分が元気になれるように行動を
始めました。家族会への参加や、1人旅をして美しい自然の中で疲れた心を癒してみたり、好きなパッチワークに気持ちを集中
させたりしました。そして、生き方を見つめ考え方を変えていく１２のステップや家族の回復のプログラムにであいました。 

 私にとっての家族会 

 ガイアでは、東京で月1回の家族会と、他に女の子を持つ家族を対象にした「ハイビスカス」という家族会を行っています。
ガイアの家族会では、年に1回宿泊研修を行います。今年も神奈川県三浦海岸のホテルでおこなわれた宿泊研修会に
出席しました。6回目ですが、毎年人数が増えて40人近くの方が全国から参加しています。1日目は新潟医療福祉大学の
近藤あゆみ先生の勉強会でした。近藤先生の家族のための回復プログラムは、毎年行われています。今回のテーマは
「回復の道を歩き続ける」というテーマでした。「本人との関係」「自分の心と体」「家族関係」「自分の生活・人生」をそれぞ
れの時期に分けて考えてみるというテーマでした。４つのグループに分かれてテーマに合わせて家族同士で話しあいをしまし
た。まだ薬が止まらない人、矯正施設に入っている人、回復のプログラムにつながっている人、社会で仕事をしている人、いろ
いろな段階の家族がそれぞれの立場で、意見を出し合いました。この日、始めて参加の人も抱えている問題は同じ。1人では
辛くて悲しくて誰にも話せない悩みが、大きな声で悩みを話し、それに共感してくれる仲間がいる。「こんなことがあった」「こんな気
持ちだった」時には、笑い声も上がり勉強会と言っても和やかな雰囲気でした。グループ発表が始まると、お互いの気持ちに
共感したり、納得したり、あっという間に知らない人と気持ちを共有して打ち解けている心地のよい空気、癒される空気、1人では
ないという孤独からの開放感を味わいました。夕食には、みんなで豪華なバイキング料理。混乱の時期には、味も感ぜずに
生きるために食べていたご飯が、今はおいしいと皆さん食欲旺盛。夜は、グループに分かれてミィーテングをしました。終わると
仲間と温泉につかり、また部屋に戻って深夜までおしゃべりをしました。2日目は前日の勉強会を生かして、1年間の目標をた
て、達成のために必要なことを整理して全員でミィーテングです。自分を見つめ、こどもと関わり方を変えていく。毎回参加し
て、気づきと勇気をもらいます。依存症の相手を変えるよりも、自分の価値観や考え方を変えたほうがうまくいく事に気がつきまし
た。そして、相手にイライラせずに対応できることも学びました。研修会が終わったあと、睡眠不足のはずなのに「心が温かい」
「心が癒されている」「エネルギーが湧いてくる」不思議と、ざわついた心が平安になり、体は疲れているのに帰る頃には、みん
なの顔が明るくなっていました。 

 幸せの実感 

 この問題が起きて１０年余。あんな困難があったにもかかわらず、私は今とても幸せです。以前より思考に柔軟性が持て、心
が豊かになり本当の人生が見えてきたからです。子どもは子ども。私が子供の人生を生きるのではなく、私は自分の人生をしっ
かり生きることの大切さをこの問題から気がついたのです。提案どおり行動を変え、こどもとへの働きかけ方を変えてみたら問題を
起こしていたこどもの薬が止まり、こどもも仲間の中で自分を見つけて回復にむかい始めていました。回復のプログラムは私の気
持ちや考え方を見つめることができ、私自身生きることが楽になりました。福祉の仕事をしている私の実践にも生かされていて、さま
ざまな相談を受けたときの参考になります。人の痛みを表面的に理解するのではなく、問題を整理してアドバイスができるのは、こ
の子がいて苦しい経験があったからなのです。あんなに厄介と思ったこどもを認め、心から愛し、生きにくさを抱えながらも仲間の中
で生きているこどもが、いとおしいと思えるようになりました。こどもも私も同じ悩みをもった人に囲まれ、心が癒されていることに気がつ
いたのです。傲慢で謙虚さもなかった私を変えてくれたのは、問題を起こしたこどもなのです。    

 時々沖縄を訪れて離島を旅し、美しい自然に癒され、この子から教わることが多い人生。さまざまな体験や出会いの中で、
心が揺さぶられ感情が豊かになり、癒されるから回復していけるのだと思います。今後もこの子と、素敵な人生になるように共に
生きていきたいと思います。 



第５特集◎ 

文＝鈴木文一 
text by Fumikazu Suzuki 

「家族が元気をとりもどすために」 ＧＡＩＡ家族会第６回宿泊研修会にて 

 

今
年
も
琉
球
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
・
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
家
族
会
共
催
の
第
６
回
宿
泊
研
修
会

を
、
神
奈
川
県
三
浦
市
に
あ
る
マ
ホ
ロ
バ
・
マ
イ
ン
ズ
三
浦
に
て
開
催
致
し
ま

し
た
。 

 

琉
球
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
家
族
会
で
は
毎
月
一
回
、
東
京
・
三
田
リ
ー
ブ
ラ
に
て
家
族

会
を
開
催
し
、
年
に
２
回
、
今
回
の
よ
う
な
宿
泊
研
修
会
と
、
懇
親
会
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。 

 
７
年
前
に
琉
球
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
家
族
会
が
発
足
し
た
理
由
は
、
「
ご
家
族
と
共
に

回
復
す
る
」
と
し
た
理
念
の
元
、
依
存
症
か
ら
の
回
復
に
は
、
家
族
の
サ
ポ
ー

ト
が
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
家
族
が
依
存

症
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を
す
る
事
、
ま
た
家
族
自
身
の
問
題
に
取
り
組
む
た

め
に
家
族
会
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
自
助
グ
ル
ー
プ
に
参
加
す
る
事
や
、
共
依

存
症
か
ら
回
復
し
た
い
と
い
っ
た
願
望
を
持
っ
て
い
る
事
が
、
依
存
症
者
の
回

復
に
と
っ
て
、
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
で
は
考
え
て
い
る
か

ら
で
す
。 

 

ま
た
、
普
段
の
家
族
会
以
上
に
じ
っ
く
り
と
時
間
を
取
り
、
同
じ
問
題
を
抱

え
た
仲
間
達
と
よ
り
深
く
ふ
れ
あ
い
を
持
っ
て
頂
き
た
い
と
し
た
思
い
や
、
普

段
忙
し
く
て
中
々
、
家
族
会
に
ご
参
加
頂
け
な
い
方
や
遠
方
で
参
加
が
困
難
な

ご
家
族
の
方
に
も
参
加
し
て
頂
き
た
い
と
い
う
思
い
も
こ
の
研
修
会
に
は
含
ま

れ
て
お
り
ま
す
。 

 

Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
家
族
会
で
大
切
に
し
て
い
る
事
の
一
つ
に
、
家
族
が
元
気
を
取
り

戻
せ
る
場
に
な
る
と
い
う
事
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

今
回
の
宿
泊
研
修
会
の
中
で
も
お
話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
も
し
こ

の
研
修
会
が
一
泊
で
は
な
く
長
期
間
の
研
修
だ
と
し
た
ら
、
参
加
さ
れ
た
ご

家
族
の
方
々
も
色
々
な
意
味
で
自
分
自
身
の
問
題
が
よ
り
深
く
見
え
て
く
る

の
が
容
易
に
像
像
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

 

今
回
の
研
修
会
や
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
家
族
会
に
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
、
こ

こ
の
家
族
会
は
と
て
も
明
る
い
雰
囲
気
で
笑
顔
が
多
い
、
と
い
う
事
を
言
っ

て
下
さ
る
ご
家
族
の
方
が
よ
く
お
ら
れ
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
一

番
の
励
み
と
な
り
ま
す
し
、
聞
い
て
一
番
う
れ
し
い
お
言
葉
で
す
。 

 

や
は
り
、
疲
労
困
憊
な
状
態
の
ご
家
族
が
、
本
人
へ
の
効
果
的
な
支
援
を

行
う
事
は
大
変
難
し
い
事
で
す
。
そ
れ
は
私
達
、
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
に
つ

い
て
も
同
じ
こ
と
で
す
が
、
依
存
症
の
問
題
に
か
か
わ
る
際
、
重
要
な
事

は
、
か
か
わ
る
人
自
身
が
元
気
で
健
康
な
状
態
の
ほ
う
が
望
ま
し
く
、
良
い

か
か
わ
り
が
出
来
る
、
と
い
う
事
で
す
。 

 

ご
家
族
の
方
に
は
是
非
こ
の
事
を
理
解
し
て
頂
き
、
安
心
感
・
安
全
感
を

感
じ
る
事
が
出
来
る
居
場
所
を
見
つ
け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

依
存
症
か
ら
の
回
復
の
道
の
り
を
共
に
伴
走
し
て
く
れ
る
援
助
者
や
仲
間
を

見
つ
け
る
為
に
も
、
多
く
の
場
に
足
を
運
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

う
す
る
事
で
こ
の
先
起
こ
る
で
あ
ろ
う
困
難
な
問
題
が
予
測
で
き
、
そ
の
為

に
必
要
な
か
か
わ
り
方
を
あ
ら
か
じ
め
想
定
す
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
ご
家
族
の
か
か
わ
り
全
て
が
本
人
が
回
復
の
道
の
り
を
歩
み

続
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
と
い
う
事
を
お
伝
え
致
し
ま
す
。 

 
 

 

殆
ど
の
ご
家
族
は
、
依
存
症
と
い
う
混
乱
の
中
で
、
誰
に
も
助
け
を
求
め

ら
れ
ず
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
助
け
が
必
要
か
も
わ
か
ら
な
い
中
で
消
耗
し

て
き
ま
し
た
。
病
気
の
責
任
は
自
分
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
自
分
を
責
め

た
り
、
病
気
に
つ
い
て
無
理
解
な
他
人
か
ら
批
判
を
受
け
た
り
し
て
、
家
族

は
不
安
・
罪
悪
感
・
怒
り
・
無
力
感
・
焦
り
・
過
剰
な
自
己
防
衛
の
気
持
ち

な
ど
、
対
処
の
難
し
い
問
題
を
抱
え
な
が
ら
、
藁
に
も
す
が
る
思
い
で
家
族

会
に
つ
な
が
っ
て
来
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
家
族
が
依
存
症
は
回
復

出
来
る
病
気
だ
と
い
う
事
を
信
じ
る
事
が
出
来
、
そ
し
て
元
気
を
取
り
戻
す

と
い
う
事
が
、
ま
ず
何
よ
り
も
大
切
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

依
存
症
か
ら
の
回
復
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
苦
し
い
事
や
困
っ
た

事
な
ど
、
そ
の
人
に
と
っ
て
正
直
な
話
が
出
来
る
場
所
や
仲
間
が
大
切
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
ご
家
族
に
も
当
て
は
ま
る
事
だ
と
言
え
ま

す
。
仲
間
の
中
に
居
場
所
が
有
る
事
、
つ
ま
り
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
さ

ら
け
出
し
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る
事
の
出
来
る
、
安
心
で
安

全
な
場
所
が
あ
る
、
と
い
う
事
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
依
存
症
本
人
は
治
療
に
つ
な
が
る
と
、
琉
球
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
で
、
あ
る
一

定
期
間
を
同
じ
依
存
症
か
ら
回
復
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
仲
間
と
共
に
共
同

生
活
を
送
り
ま
す
。
そ
こ
で
本
人
達
が
経
験
す
る
集
団
生
活
で
の
ス
ト
レ
ス

や
、
仲
間
と
生
活
す
る
事
で
出
て
く
る
癖
、
性
格
上
の
欠
点
、
対
人
関
係
の

問
題
な
ど
に
取
り
組
む
事
が
入
寮
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ご
家
族
の
皆
様
に
も
同
じ
よ
う
に
こ
の
宿
泊
研
修
を
通
じ
て
本
人
達
が
経

験
し
て
い
る
入
寮
生
活
を
疑
似
体
験
し
て
頂
け
れ
ば
と
い
う
思
い
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。 
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Family support 

 薬物依存症の治療や回復には、ご家族の果たす役割が非常に大きいという事が実証されています 

 琉球GAIAでは「ご家族と共に回復する」と言う考えの元、ご家族の方にも「家族支援プログラム」の参加を強くお奨めしております。 

 依存症と言う病気をよく理解出来るようになる事。ご本人に対する適切な対応や、コミュニケーションを行えるようになる事。 

 依存症から回復出来るという事をご家族が信じられる事を大きなテーマにしています。また、家族会のグループがオープンである事、 

他の援助者や、治療機関と連携が取れている事も大切にしている事の一つです。グループに参加することで、ご家族に笑顔が戻り、本人 

同様、ご家族自身が仲間と出会い、回復を支援する為に必要な知識や情報を共有できる場所となるよう心がけております。 

 グループで学んだ事を実際の生活に活かせるようになるには、個別支援も必要になります。個別のカウンセリングを通して個々の問題 

を整理しながらグループに参加して頂けると、教育プログラムの効果が最大限に発揮されると考えております。 

 また緊急時の対応に関しましても出来る限りのサポートをさせて頂きます。 

 琉球GAIAをご本人様が利用する、しないにかかわらず下記の家族会にはご参加頂けますので是非ご参加ください。                                                

 

G
AIA

家
族
会 

 TO
K

YO
 

沖
縄
家
族
会 

 

O
K

IN
A

W
A
 

大
阪
家
族
会 

O
SA

K
A
 

           ※ご不明な点や、各ミーティングに関してのお問い合わせ、お申込みは、琉球GAIA 098（831）2174までお問い合わせ下さい。   

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス 

TO
K

YO
 

 

 

 「ハイビスカス」は薬物依存症や様々な問題を抱えた娘を持つ母親を中心にしたグループです。娘
とのかかわり方、対応の仕方をテーマにミーティ
ングや勉強会を行っています。一人で悩まずに、
同じ問題に取り組んでいる仲間たちと一緒に体験
や気持ちを分かち合ったり対応の仕方について勉
強していきませんか？ 参加、お待ち致しており
ます。 

田町リーブラにて毎月第1土曜日の17時～20時30分
のスケジュールで開催しております。 

（日程・詳細については、琉球GAIAのブログで確認
してください） 

参加希望の方は琉球GAIAまでご連絡下さい。 

琉球GAIA：098-831-2174 

information 

依存症の問題を抱えた多くのご家族、琉球GAIAのス
タッフ、OB、専門家を迎えてのセミナーなど、依
存症に悩むご家族の方々にとって非常に内容の充
実した家族会となっております。 毎回40名ほどの
ご家族が参加されておりますが、初めてお越しの
方でも参加しやすいようなアットホームな雰囲気
作りを心がけています。           

田町リーブラにて毎月第3土曜日の18時～20時30分
のスケジュールで開催しております。      
当日午後には個別カウンセリングも行っております。                     
 
参加希望の方は琉球GAIAまでご連絡ください。 

琉球GAIA：098-831-2174 

場所：東京都港区男女平等参画センター（田町リーブラ） 

   〒108-0023 東京都港区芝浦3丁目1番47号 TEL:03（3456）4149 

   東京家族会とハイビスカスは同会場ですが開催日時が異なりますのでご注意ください。 

address 

map 

 

Call us anytime 

 関西圏のご家族を対象とした待望の家族会が去年
からスタート致しました。 

琉球GAIAリカバリングスタッフを中心として、現
在5組ほどのご家族の方々が参加されておりま
す。兵庫県尼崎市にて毎月第3金曜日の14時～16
時のスケジュールで開催しております。                

場所：美容院ルーナロッサビル3F 

〒661-0012兵庫県尼崎市南塚口町1-5-13  

参加希望の方は琉球GAIAまでご連絡下さい。 

琉球GAIA：098-831-2174 

文＝鈴木文一 
text by Fumikazu Suzuki 

  沖縄県内の依存症の問題を抱えたご家族の為の家族会です。琉球GAIAスタッフが中心となり、ご
家族の方からの質問や、本人とのかかわりについ
て具体的に提案する形で行っております。             

場所：沖縄県立総合精神保健福祉センター2F 

日時：毎月第2第4月曜日（祝祭日は休み） 

時間：19時～20時（無料）  

参加希望の方は琉球GAIAまでご連絡の上、事前面
接を受けて頂きます。    

琉球GAIA:098-831-2174 



Keep Paddling 

関する無料相談は琉球ガイアまで 

RECOVERY 
I S L A N D  O K I N A W A 

2013年10月1日発行 

発行|特定非営利活動法人アルコール・薬物依存症 

リハビリセンター琉球GAIA 

沖縄県那覇市字識名1102-16 〒902-0078 

TEL・FAX：098-831-2174 MAIL：mail@ryukyu-gaia.jｐ 

次号の発行は4月1日予定です。 

定期配布をご希望の方は琉球GAIAまでお申込み下さい。 

琉球GAIAをご支援くださる皆様方へ．．．． 

無料です、ご自由にお持ち帰りください。 

RYUKYUGAIA 
http://www.ryukyu-gaia.jp 

琉球ＧＡＩＡ  

 新年を迎えスタッフ一同、本年は躍進の年にしたいと、決意を新たにしております。 

 沖縄県内をはじめ、多くの関係諸機関との連携を強化し様々なタイプの利用者の方々にも  

きめ細やかなサービスを提供出来るよう、心がけていきたいと考えいております。 

  

 

 

 財政面では様々な限界もあり、常に理想だけを追い求める事が出来ないという苦しい現状も有りますが、周囲の皆様の暖かいご理

解とご支援に支えられている事をスタッフ一同大変心強く感じております。心より感謝の意をお伝えすると共に、今後もご協力頂いた皆

様のお気持ちを無駄にする事無く、プログラムの充実や、サービスの品質向上の為に大切に遣わせていただきたいと考えております。 

 本年も努力を惜しまず精一杯頑張りますので、なにとぞご指導ご鞭撻のほど、心からお願い申し上げます。 

 琉球ＧＡＩＡの活動にご賛同、ご支援頂きますれば誠にお手数ですが同封しております振込依頼用紙にてお振込み下さるよう、お願

い申し上げます。なお誠に勝手ながら、献金の振込依頼用紙は全ての方に同封させて頂いており、寄付献金を強要しているものでは

ございませんのでご了承下さい。  

 また以前より計画中の新施設への移転購入に向けてもどうぞご支援頂きますようお願い申し上げます。 

                              献金お振込先  郵便振替 口座番号：01710-2-48714  加入者名：琉球ＧＡＩＡ 鈴木 文一 

草野 卓也 

阿部 明 

上田 裕司 

斎木 一平 

【TEL】098-831-2174 平日9:00～18:30まで   

【E-mail】mail@ryukyu-gaia.jp 24時間365日受付中                               

アルコール・薬物・ギャンブル依存症に 
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